
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
提
案

京
都
府
北
部（
海
の
京
都
）で

〝
日
本
の
原
流
〟体
験

舞
鶴
地
域

天
橋
立
地
域

京
丹
後
地
域

福
知
山
地
域
・
丹
波
漆

与
謝
野
地
域
・
ち
り
め
ん

伊
根
地
域
・
浦
島
伝
説

綾
部
地
域
・
農
家
民
宿

京都の教育旅行に新たなプログラム

「
私
た
ち
の
プ
ラ
ン
で
行
こ
う
！
」

修
旅
先

決
め
る

プ
レ
ゼ
ン
大
会
実
施
桃山学院中

学
び
の
中
に「
つ
か
る
」旅
を
！

「
お
ん
せ
ん
県
」の
大
分
県

体
験
型
修
学
旅
行
を
提
案

新
潟
県

三
条
市

餞
心
亭
お
ゝ
乃

団体昼食の受け入れ開始 大 型 バ ス
４～５台可能

貴
重
な
資
料
展
示

世
界
記
憶
遺
産
も

日
本
三
景
の
一
つ

保
全
活
動
に
熱
心

海
の
ご
み
問
題
に

市
、民
間
で
解
決

（１７） 第３２６１号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）３月３１日（月曜日）

ビーチクリーンに熱心に取り組む 天橋立ビューランド

学
生
語
り
部
に
よ
る
案
内

伝
統
工
芸
技
術
「
漆
」
の

植
栽
風
景

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
体
験

浦
島
太
郎
の
伝
説
が
伝
わ

る
浦
嶋
神
社

郷
土
料
理
も
お
い
し
い

抑留体験室

松
並
木
の
清
掃

　
縄
文
時
代
か
ら
人
々
の
生

活
の
中
で
使
わ
れ
て
き
た

「
漆
」
。
そ
の
数
少
な
い
国

内
生
産
地
の
一
つ
が
福
知
山

市
夜
久
野
町
だ
。
「
丹
波
漆

（
た
ん
ば
う
る
し
）
」
と
呼

ば
れ
る
そ
の
漆
は
わ
ず
か
数

人
の
「
漆
掻
き
（
う
る
し
か

き
）
」
職
人
に
よ
っ
て
生
産

さ
れ
、
そ
の
技
術
は
京
都
府

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
漆
器
や
神
社
仏
閣
な
ど
の

修
理
・
修
復
に
も
使
わ
れ
て

お
り
、
伝
統
文
化
を
支
え
る

貴
重
な
も
の
だ
。

　
夜
久
野
町
に
は
丹
波
漆
の

Ｐ
Ｒ
施
設
と
し
て
市
が
運
営

す
る「
や
く
の
木
と
漆
の
館
」

が
あ
り
、
漆
塗
り
の
体
験
も

で
き
る
。

　
舞
鶴
は
、
第
２
次
世
界
大

戦
の
終
戦
後
、
シ
ベ
リ
ア
や

旧
満
州
な
ど
海
外
に
い
た
日

本
軍
人
と
民
間
人
の
帰
国
事

業
を
実
施
し
た

港
の
中

で
、
１
９
５
０
年
以
降
、
国

内
唯
一
の
引
揚
港
に
な
っ

た
。
そ
の
役
割
を
終
え
る
昭

和

年
ま
で
に

万
人
の
引

揚
者
を
温
か
く
迎
え
入
れ

た
。
「
戦
後
復
興
の
ふ
る
さ

と
」
と
い
え
る
地
だ
。

　
港
の
近
く
に
あ
る
舞
鶴
引

揚
記
念
館
は
、
日
本
史
の
教

科
書
で
も
多
く
は
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
引
き
揚
げ
や
シ
ベ

リ
ア
抑
留
に
つ
い
て
学
び
、

考
え
る
た
め
の
貴
重
な
資
料

が
収
蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
中
学
生
や
高
校
生
か
ら
な

る
「
学
生
語
り
部
」
に
よ
る

展
示
案
内
、
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
ぜ
ひ
受
け
て
ほ
し
い
。

　
シ
ベ
リ
ア
の
地
で
使
用
し

た
コ
ー
ト
な
ど
の
防
寒
具
を

は
じ
め
、
引
揚
証
明
書
な
ど

の
文
書
類
な
ど
全
国
か
ら
約

１
万
６
千
点
の
貴
重
な
資
料

の
寄
贈
を
受
け
、
常
設
展
示

に
て
千
点
を
超
え
る
展
示
を

行
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
５
年

月

日
に

収
蔵
資
料
の
う
ち
５
７
０
点

が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。

日出町漁船クルーズ

宇佐平和学習

臼杵まなび旅

　
日
本
一
の
「
お
ん
せ
ん
県
」
を
自
認
す
る
大
分
県
は
、
海
と
山
が
間
近
に
迫
る
大
自
然
の
景
観
や
、
日
本
一
と
い

う
源
泉
数
と
湧
出
量
を
誇
る
温
泉
、
時
代
が
創
り
出
し
た
歴
史
な
ど
、
紡
が
れ
て
き
た
営
み
と
そ
の
ぬ
く
も
り
が
地

域
の
暮
ら
し
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
。
県
で
は
、
そ
れ
に
浸
っ
て
こ
そ
巡
り
合
え
る
絶
景
、
文
化
、
食
な
ど
を
生
か

し
た
体
験
型
の
修
学
旅
行
を
提
案
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、
「
学
び
の
中
に
『
つ
か
る
』
旅
を
！
」
だ
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
農

家
の
暮
ら
し
や
、
食
の
大
切

さ
を
学
ぶ「
農
村
民
泊
」や
、

伝
統
農
法
を
体
験
で
き
る

「
世
界
農
業
遺
産
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
、
海
外
か
ら
の
外
国
人

と
交
流
し
、
知
見
を
広
げ
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
な
ど
を
多
岐
に
そ
ろ

え
る
。
こ
れ
ら
の
体
験
学
習

を
学
ぶ
上
で
重
要
な
存
在
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が

「
探
求
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」だ
。

　
大
分
県
教
育
旅
行
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
は
探
究
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー
を
、
教
育
旅
行
に
お
け
る

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、

名
所
や
歴
史
、
取
り
組
み
な

ど
を
案
内
す
る
と
と
も
に
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
を

設
け
、
目
に
し
た
物
事
か
ら

学
び
を
促
す
こ
と
が
で
き
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
的
ガ
イ

ド
と
定
義
し
た
。

　
教
育
旅
行
の
現
場
で
は
、

名
所
な
ど
の
見
ど
こ
ろ
を
紹

介
す
る
従
来
の
「
ガ
イ
ド
」

で
は
な
く
、
生
徒
に
振
り
返

り
の
機
会
を
提
供
す
る
「
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
の
存
在

が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
大

分
県
で
は
以
前
か
ら
、
人
と

の
つ
な
が
り
や
、
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
。
そ
の
中
で
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
と
な
る
大
人
が
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
を

担
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
独

自
の
文
化
と
、
近
年
の
需
要

の
高
ま
り
を
受
け
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
を
探
求
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー
と
称
し
、
そ
の
活
動
を
後

押
し
し
て
い
る
。

　
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

「
別
府
湾
漁
船
ク
ル
ー
ズ
　

別
府
湾
か
ら
日
出
（
ひ
じ
）

町
の
景
観
を
堪
能
す
る
」は
、

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
理
事

が
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
事
前
学

習
を
経
て
実
際
に
船
に
乗
り

込
み
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
海

中
の
生
態
系
や
、
漁
師
の
仕

事
を
解
説
。
競
り
の
見
学
も

可
能
と
い
う
。
振
り
返
り
の

時
間
で
は
、
取
れ
た
魚
を
流

通
さ
せ
る
仕
組
み
や
、
美
し

い
海
を
守
る
た
め
に
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
出
し

合
う
。

　
宇
佐
市
は
、
平
和
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
宇
佐
海
軍
航
空

隊
跡
『
平
和
の
大
切
さ
と
命

の
尊
さ
』
を
考
え
る
」
を
提

供
し
て
い
る
。
数
々
の
戦
争

遺
構
が
残
る
市
で
は
以
前
か

ら
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

案
。
事
前
学
習
、
事
後
学
習

を
容
易
に
す
る
た
め
教
材
開

発
に
も
取
り
組
み
、
Ｖ
Ｒ
体

験
を
も
活
用
す
る
。
現
地
学

習
で
は
全
て
回
り
切
れ
な
い

遺
構
の
中
を
自
由
に
巡
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
臼
杵
市
で
は
今
年
か
ら
、

商
業
探
求
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
臼

杵
ま
な
び
旅
　
城
下
町
復
興

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
研
修
　
臼
杵

八
町
大
路
大
火
災
復
興
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
提
供
を
開
始
し

た
。
城
下
町
と
し
て
知
ら
れ

る
臼
杵
市
で
は
昨
年

月
に

大
火
災
が
発
生
。
こ
の
火
災

に
よ
り
自
宅
兼
店
舗
が
全
焼

し
た
被
災
者
な
ど
が
ナ
ビ
ゲ

ー
タ
ー
を
務
め
る
。
こ
の
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
、「
火
は
あ
っ

と
い
う
間
に
燃
え
広
が
り
何

も
持
ち
出
せ
な
か
っ
た
が
、

多
く
の
人
に
物
や
気
持
ち
の

援
助
を
い
た
だ
き
、
今
、
復

興
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の

経
験
を
、
防
災
教
育
を
兼
ね

て
生
徒
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

　
大
分
県
の
教
育
旅
行
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
は
、

公
益
社
団
法
人
ツ
ー
リ
ズ
ム

お
お
い
た
☎
０
９
７
（
５
３

６
）
６
２
５
０
ま
で
。

プレゼン大会の様子

　
桃
山
学
院
中
学
校
（
大
阪

市
阿
倍
野
区
）
は

日
、


年
度
の
修
学
旅
行
を
決
め
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
決
勝

大
会
を
開
い
た
。
８
チ
ー
ム

が
プ
レ
ゼ
ン
に
臨
み
、
自
分

た
ち
の
旅
行
プ
ラ
ン
の
内
容

や
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
全

力
で
紹
介
。
学
年
１
２
０
人

と
教
員
ら
が
、行
程
や
予
算
、

プ
レ
ゼ
ン
内
容
な
ど
を
審

査
、
投
票
し
、
沖
縄
へ
の
旅

行
を
決
め
た
。

　
同
校
で
は
中
学
２
年
生
の

修
学
旅
行
に
つ
い
て
、
社
会

性
の
育
成
な
ど
を
目
的
に
中

学
校
開
設
時
か
ら
生
徒
に
よ

る
旅
行
プ
ラ
ン
作
り
を
行
っ

て
い
る
。
生
徒
た
ち
は
１
学

期
か
ら
旅
行
プ
ラ
ン
作
り
を

開
始
。
旅
行
会
社
の
担
当
者

か
ら
、
飛
行
機
搭
乗
に
要
す

る
時
間
な
ど
、
団
体
旅
行
の

プ
ラ
ン
作
り
に
関
す
る
基
本

的
な
知
識
な
ど
説
明
を
受
け

た
上
で
、
予
算
内
で
実
現
可

能
な
日
本
国
内
で
の
旅
行
プ

ラ
ン
を
計
画
す
る
。
交
通
手

段
や
所
要
時
間
、
予
算
な
ど

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情

報
収
集
す
る
ほ
か
、
飲
食
店

や
宿
泊
施
設
に
団
体
の
受
け

入
れ
が
可
能
か
ど
う
か
や
団

体
料
金
の
有
無
な
ど
を
問
い

合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
実
現

可
能
な
プ
ラ
ン
を
作
り
込
ん

で
い
る
。

　
今
回
は
学
年
全
体
で

チ

ー
ム
が
旅
行
プ
ラ
ン
を
作

成
。
決
勝
大
会
に
は
ク
ラ
ス

ご
と
の
予
選
会
で
選
ば
れ
た

８
チ
ー
ム
が
登
壇
し
、

分

間
の
持
ち
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
。

　
最
終
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た

チ
ー
ム
の
プ
ラ
ン
は
、
新
幹

線
を
使
っ
て
石
川
県
や
福
井

県
を
訪
れ
、
あ
わ
ら
温
泉
の

温
泉
旅
館
に
滞
在
し
た
り
民

泊
体
験
を
し
た
り
す
る
プ
ラ

ン
や
、
九
州
方
面
で
平
和
学

習
や
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
の

自
由
研
修
を
組
み
合
わ
せ
た

プ
ラ
ン
な
ど
。
各
チ
ー
ム
と

も
、
「
い
ろ
ん
な
景
色
を
楽

し
む
」
「
都
市
圏
か
ら
田
舎

圏
ま
で
全
員
が
楽
し
め
る
」

な
ど
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ

き
、
プ
ラ
ン
の
見
ど
こ
ろ
や

自
由
研
修
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス

な
ど
を
、
写
真
や
動
画
を
交

え
な
が
ら
紹
介
。
「
ぜ
ひ
私

た
ち
の
プ
ラ
ン
で
修
学
旅
行

に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
ア
ピ

ー
ル
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
後
に

は
生
徒
た
ち
か
ら
は
、
「
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
が
止
ま
っ
た

場
合
の
代
替
案
は
」
「
自
由

行
動
の
時
の
交
通
費
は
」
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ

れ
た
。

　
今
年
度
は
学
習
用
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
そ
の
場

で
プ
ラ
ン
へ
の
投
票
を
実

施
。
教
員
や
旅
行
会
社
の
担

当
者
ら
の
票
も
合
算
し
た
上

で
、
平
和
学
習
や
民
泊
、
ジ

ャ
ン
グ
リ
ア
研
修
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
沖
縄
方
面
へ
の

プ
ラ
ン
に
決
ま
っ
た
。

　
今
後
、
旅
行
会
社
に
よ
る

調
整
な
ど
を
経
て
、
正
式
な

旅
程
を
決
定
、
修
学
旅
行
に

臨
む
予
定
だ
。

　
日
本
三
景
の
一
つ
で
国
の

特
別
名
勝
で
あ
る
天
橋
立
。

全
長
約
３
・
６
㌔
、
幅
約


㍍
～
１
７
０
㍍
で
、
大
小
合

わ
せ
て
約
８
千
本
の
松
が
生

い
茂
っ
て
い
る
。

　
風
光
明
媚
な
光
景
だ
が
、

見
る
場
所
に
よ
っ
て
眺
め
が

変
化
す
る
と
い
う
。
そ
の
一

つ
が
天
橋
立
ビ
ュ
ー
ラ
ン

ド
。文
珠
山
山
上
に
あ
り
、こ

こ
か
ら
「
股
の
ぞ
き
」
し
た

時
の
眺
め
は
、
天
橋
立
が
天

に
舞
う
よ
う
に
見
え
る
こ
と

か
ら
「
飛
龍
観
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
観
覧
車
や
サ
イ
ク

ル
カ
ー
な
ど
が
あ
り
、
子
供

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
。

　
天
橋
立
は
特
別
名
勝
に
指

定
さ
れ
２
０
２
２
年
で

年

が
経
過
し
た
。
美
し
い
景
観

を
保
つ
た
め
の
取
り
組
み
も

学
ん
で
ほ
し
い
。

　
歴
史
や
環
境
問
題
な
ど
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
探
究
学

習
プ
ラ
ン
が
体
験
で
き
る
の

も
大
き
な
特
徴
だ
。
座
学
や

学
芸
員
と
の
天
橋
立
ウ
オ
ー

ク
、
「
天
橋
立
ま
も
り
隊
」
参
加
に
よ
る
落
ち
葉（
松
葉
）

拾
い
な
ど
の
環
境
保
全
活
動
の
実
践
、
意
見
交
換
会
な
ど

貴
重
な
体
験
が
で
き
る
。

　
「
昔
々
浦
島
は
　
助
け
た

亀
に
連
れ
ら
れ
て
　
竜
宮
城

に
来
て
み
れ
ば
　
絵
に
も
か

け
な
い
美
し
さ
」
。
文
部
省

唱
歌
「
浦
島
太
郎
」
の
一
説

は
有
名
だ
。

　
伊
根
町
の
本
庄
地
区
に
は

浦
島
太
郎
伝
説
が
伝
わ
る

「
浦
嶋
神
社
」（
ま
た
は
宇
良

神
社
と
も
い
う
）が
あ
る
。平

安
時
代
初
期
の
天
長
２
（
８

２
５
）
年
創
祀
と
い
う
歴
史

あ
る
神
社
だ
。
日
本
書
紀
に

は
同
地
の
浦
島
伝
承
が
記
さ

れ
、
い
ま
な
お
こ
の
地
に
脈

々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
宮
司
が
重
要
文
化
財
の
掛

け
軸
を
用
い
て
説
明
し
て
く

れ
、
日
本
最
古
の
浦
島
太
郎

伝
説
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
丹
後
ち
り
め
ん
―
京
都
府

丹
後
地
方
で
緯
糸
に
強
撚
糸

を
使
用
し
て
織
ら
れ
、
丹
後

で
精
錬
加
工
を
経
る
こ
と
で

生
地
表
面
に
「
シ
ボ
」
と
呼

ば
れ
る
凹
凸
が
生
ま
れ
る
、

後
染
め
織
物
の
総
称
。

　
与
謝
野
町
の
主
要
産
業
は

ち
り
め
ん
で
あ
り
、
４
０
０

軒
ほ
ど
の
機
屋
が
稼
働
し
て

い
る
。
全
国
か
ら
シ
ル
ク
製

品
が
集
ま
る
織
物
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
「
丹
後
ち
り
め
ん
歴
史

館
」
の
よ
う
に
、
手
織
体
験

を
通
し
て
丹
後
ち
り
め
ん
の

歴
史
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
も
あ
る
。

　
与
謝
野
町
観
光
協
会
で

は
、
シ
ル
ク
で
緯
糸
と
強
撚

糸
を
織
り
合
わ
せ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ち
り
め
ん
コ
ー
ス
タ

ー
を
作
る
体
験
が
可
能
だ
。

　
高
校
、
中
学
校
の
教
育
旅

行
先
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の

が
京
都
だ
。
世
界
遺
産
の
寺

社
仏
閣
が
集
中
し
、
日
本
の

歴
史
や
伝
統
文
化
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
近
年
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
影
響
か
ら
か
「
ゆ

っ
く
り
見
て
回
る
こ
と
が
で

き
な
い
」
と
い
う
声
が
学
校

側
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。

　
京
都
府
、
お
よ
び
京
都
北

部
７
市
町
（
福
知
山
市
、
舞

鶴
市
、
綾
部
市
、
宮
津
市
、

京
丹
後
市
、
伊
根
町
、
与
謝

野
町
）
で
つ
く
る
一
般
社
団

法
人
京
都
府
北
部
地
域
連
携

都
市
圏
振
興
社
（
通
称
・
海

の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
は
「
理
系

・
文
系
問
わ
ず
教
育
素
材
が

豊
富
で
、
教
育
旅
行
先
と
し

て
最
適
」と
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

広
い
エ
リ
ア
で
じ
っ
く
り
と

腰
を
据
え
た
学
習
が
可
能

だ
。

　
海
の
京
都
エ
リ
ア
は
古
代

国
家
「
タ
ニ
ハ
の
国
」
と
し

て
日
本
創
生
の
舞
台
と
な

り
、
豊
受
大
神
の
伝
説
や
鬼

伝
説
な
ど
多
く
の
歴
史
的
証

が
残
る
。
天
橋
立
や
丹
後
ち

り
め
ん
、
福
知
山
城
、
古
墳

な
ど
、
各
時
代
の
文
化
が
息

づ
き
、
日
本
の
源
流
を
感
じ

ら
れ
る
。
舞
鶴
で
は
舞
鶴
引

揚
記
念
館
で
の
平
和
学
習
も

で
き
る
。

　
こ
こ
で
は
７
地
域
の
魅
力

を
紹
介
す
る
。
な
お
、
月
刊

「
教
育
旅
行
」
（
２
０
２
５

年
２
月
号
）
掲
載
の
、
竹
内

秀
一
・
日
本
修
学
旅
行
協
会

理
事
長
に
よ
る
視
察
レ
ポ
ー

ト
「
京
都
市
内
か
ら
意
外
に

近
い
『
海
の
京
都
』
で
の
探

究
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ぜ

ひ
参
照
し
て
ほ
し
い
。

　
「
海
の
京
都
」
エ
リ
ア
の

最
北
端
に
位
置
す
る
の
が
京

丹
後
市
。
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た

「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
海
岸
線
は
絶
景
で
、
丹
後

半
島
一
周
の
ド
ラ
イ
ブ
や
サ

イ
ク
リ
ン
グ
が
人
気
だ
。

　
市
は
「
観
光
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

を
目
指
し
、
訪
問
者
と
地
域

が
一
緒
に
な
っ
て
海
岸
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
例
え

ば
、
「
ワ
ン
ハ
ン
ド
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
」
は
海
水
浴
場
開

設
期
間
中
、
市
内
の
海
水
浴

場
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
片
手

で
拾
え
る
程
度
の
海
岸
漂
着

ご
み
を
回
収
し
て
も
ら
う
。

　
「
は
だ
し
で
遊
べ
る
海
を

未
来
に
つ
な
ぐ
」
活
動
を
し

て
い
る
株
式
会
社
あ
し
あ

と
。
ご
み
を
廃
棄
物
と
し
て

で
は
な
く
、
新
た
な
価
値
に

変
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
体

験
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
体
験
を
提
供
。

　
例
え
ば
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
体
験
で
採
取
し
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
海
ご
み
の
一
部
を

特
別
な
器
具
を
利
用
し
て
加

工
を
施
し
、
奇
麗
な
ペ
ン
ダ

ン
ト
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
に

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
体

験
が
好
評
だ
。

　
海
の
京
都
エ
リ
ア
南
部
に

位
置
し
、
山
々
に
囲
ま
れ
た

中
丹
地
域
（
綾
部
市
、
福
知

山
市
、
舞
鶴
市
）
で
は
、
里

山
で
の
「
農
家
民
宿
」
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
「
豊
か
な
自
然
や
里
山
、

田
園
風
景
の
中
で
、
農
山
漁

村
の
素
朴
な
暮
ら
し
が
体
験

で
き
る
」
と
人
気
だ
。

　
綾
部
市
に
は
京
都
府
下
で

も
っ
と
も
多
い

軒
を
超
え

る
農
家
民
宿
が
あ
る
。
伝
統

的
な
日
本
家
屋
ス
タ
イ
ル
だ

が
、
宿
泊
客
を
迎
え
入
れ
る

た
め
美
し
く
改
装
さ
れ
て
い

る
宿
も
少
な
く
な
い
。

　
田
植
え
、
野
菜
収
穫
、
ま

き
割
り
な
ど
に
感
動
す
る
生

徒
も
多
く
、
オ
ー
ナ
ー
と
別

れ
る
の
が
つ
ら
い
と
涙
ぐ
む

生
徒
も
い
る
。

に
い
が
た
和
牛

越
後
味
噌
す
き

焼
き
（
イ
メ
ー

ジ
）

　
新
潟
県
三
条
市
の
食
事
処

「
餞
心
亭
お
ゝ
乃
（
せ
ん
し
ん

て
い
お
お
の
）
」
は
昨
年
、
駐

車
場
を
整
備
し
、
大
型
バ
ス
４

～
５
台
の
受
け
入
れ
を
可
能
と

し
た
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
団

体
旅
行
の
昼
食

の
受
け
入
れ
を

開
始
し
、現
在
、

旅
行
会
社
へ
の

提
案
を
強
化
し

て
い
る
。

　
同
店
は
、
三

条
燕
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら

３
㌔
で
、
国
道

２
８
９
号
線
か

ら
１
分
ほ
ど
の
場
所
に
位
置
す

る
。
近
隣
に
団
体
の
昼
食
を
受

け
入
れ
る
施
設
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
駐
車
場
の
整
備
に
至

っ
た
。

　
館
内
は
最
大
２
０
０
人
を
収

容
で
き
る
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

「
き
ら
め
き
」
と
、

人
収
容

の「
ル
ゥ
・
シ
エ
ル
」に
加
え
、


人
を
収
容
す
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
ホ
ー
ル
「
シ
ン
シ
ア
」
の
三

つ
の
会
場
を
擁
す
る
。
館
内
全

て
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
で
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
車
椅
子
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
対
応
車
椅
子
ト
イ
レ

を
完
備
す
る
。

　
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
「
に
い

が
た
和
牛
　
越
後
味
噌

み

そ

す
き
焼

き
」
「
新
潟
Ｂ
級
グ
ル
メ
　
鶏

の
半
身
カ
レ
ー
揚
げ
」に
加
え
、

旅
行
会
社
向
け
の
「
ラ
ン
チ
会

席
コ
ー
ス
」を
用
意
し
て
い
る
。


